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戦後の肉用牛飼養の変遷は、次の3期 に分けることができた。第1期 は1945年 から1970年まで
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・毒 搾 壽 一
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図 £,真 のEPD値 とEPD予 測 値 間 の 相 関 係 数
dsa
































































































































図6....累 積 改 良 量 に 対 す る 間 接 検 定 牛 頭 数 の 影 響
注)










































図7。 現 場 半 兄 弟 検 定 を 用 い た 時 の 累 積 改 良 量
注)























計 画 交 配
基 礎 雌 牛
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沖 縄 で 現 在 行 わ れ て い る育 種 シ ス テ ム図9.
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表2.EPD値 の 平 均 予 測 誤 差 分 散 推 定 値{MeanPEV,
ae
変 換 法 評 点 、
無 変換
対数変換
























al平 均 血 縁 係 数 は 、 考 え ら れ る す べ て の 組 合 せ の
20%に っ い て 計 算 し た 。
bl1期 、2期 お よ び3期 は 、 そ れ ぞ れ1969-1973,
1974-19?8お よ び19?9-1982で あ る 。
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a}括 弧 内 は 血 縁 係 数 を 計 算 し た 組 合 せ 数
表5.格 付 等 級 に お け る 順 位 相 関 係.数 と 積 率 相 関 係 数.
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a}対 角 よ り 右 上 は 、Spearmanの 順 位 相 関 係 数 、 左 下 は 積 率 相 関 係 数.
b}BLUP-1,BLUP-HA,BLUP-EXは 、 そ れ ぞ れG行 列 を 単 位 行 列 を 含 む 、
Hendersonの 直 接 法 に よ る 分 子 血 縁 行 列 の 逆 行 列 を 含 む 、 正 式 な
分 子 血 縁 行 列 の 逆 行 列 を 含 むBLUP法 を 表 わ す.
c}MT-BLUPは 、 複 数 形 質 のBLUP法 を 表 わ す.
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表6.種 雄 牛 の 供 用 方 法 に 関 す る 選 抜 実 験 の 最 小2乗 恒 数(± 標 準 誤 差)
雄集 団
多 多
遺 伝 的 改 良 量 遺 伝 的 改 良 量 (%)
集 団 平 均
対 象 区.
傾 斜 供 用
遺 伝 的 水 準1
遺 伝 的 水 準II
遺 伝 的 水 準 田











啄 斜 供 用
遺 伝 的 水 準1
遺 伝 的 水 準 旺
遺 伝 的 水 準 皿








































































































審 査 結 果 の 要 旨
沖縄県の黒毛和種集団は,戦 後本土各県から導入 され,増 殖されたものよりなり,現 在4万 頭
が飼養されるようになった。 しか し,現 在まで育種改良に関する研究は殆どなされていない。
著者は,は じめに,沖 縄の黒毛和種集団の繁殖構造 と産肉能力についての現状分析を行い,沖
総の黒毛和種集団は,島 填集団ごとに遺伝的に分化する傾向にあること,ま た,増 体能力の遺伝
的改良は進んでいるカミ,肉質に関する改良は必ずしも充分でないことを明らかにした。
そこで,生 産現場における資料 としての子牛市場の成績および屠畜場における肉質に関する調
査成績を用いて,種 畜の選抜を行 うフィル ド検定の可能性について,理 論お よび実証的検討を
行った。その結果,子 牛体重,枝 肉成績などに関する遺伝的な分析が充分可能なことを見出すと
ともに,現 場のデータの欠損の状況が種牛の育種価の推定にどのような影響を与えるかを明確に
した。そ して,フ ィル ド検定において,デ ータの欠損が避け られないとしても,相 関型欠損パ
ターンになるように,種 雄牛の供用期間および牛群の配置を考慮する必要性を提案している。
次に,以 上の結果を基礎に,沖 縄における黒毛和種集団の育種システムについて,シ ミュレー
ションを用いて検討した。各島唄集団が分化 していることから,ア イランドモデル集団における
改良効果を試算した。その結果,各 島唄集団を合わせて一つの集団とする全集団による選抜カミ,
島娯集団ごとの選抜 よりも,す ぐれた改良結果をもたらす ことを明らかとした。
さらに,こ れらの結果をもとに,沖 縄の黒毛和種集団を単一集団モデルにあてはめて,そ の育
種システムの効果を詳細に検討 した。その結果,現 在沖縄で行政主導型で行われている集団育種




これらの研究成果は,単 に,沖 縄の黒毛和種集団の改良方法に鮒 し,新 しい展望を開いたばか
りでなく,本 土の各県で行われている黒毛和種の育種システムに対 しても,大 きな示唆を与える
ものである。 よって,審 査員一同は,著 者に農学博士の学位を授与するのが適当と判定した。
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